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令和５年２月１５日 

京丹波町議会議長 梅原 好範 様 

京丹波町議会議員 山﨑 裕二 ㊞ 

 

一 般 質 問 通 告 書 

 

次のとおり通告します。（一問一答方式） 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 丹波くり

の振興に

ついて 

（１）丹波くりとは、どのような栗のことを称しているのか。また、京丹波栗とは。 

（２）丹波くりの歴史、丹波くりを育む気候風土および形状・味覚面などの特徴は。 

（３）町における丹波くりの栽培面積、収穫量の現況は。最盛期と比較して、栽培面

積、収穫量は、それぞれ、どのように推移しているか。 

（４）（３）のような事情・傾向を辿っている理由として、指摘できる点は。 

（５）昨年度、実施のガバメントクラウドファンディング「丹波くり増産プロジェクト」で、 

３０９人の方から寄附いただいた５９０万７０００円を財源とした丹波くり振興事業［本

年度 当初予算額：４６０万円］の事業概要および１月３０日開催の京丹波栗セッショ

ン&ワークショップを含む京丹波ブランド創出事業委託料［同：１４０万円］の事業概

要、進捗状況は。また、来年度に向けて、両事業をどのように評価しているか。 

（６）丹波くり振興事業のうち、栗生産振興対策事業補助金として、苗木購入補助［同：

５５万円］および栗園新設改良経費に対する助成［同：３００万円］を計上したが、補

助金申請・交付状況（昨年度は不用額が発生）から捉えた成果は。 

（７）同補助金に不用額が生じた場合は、町ふるさと応援寄附金基金の丹波くりプロ

ジェクトに再積み立てし、来年度予算において、同プロジェクトに沿う事業に再充

当していくことが、寄附者の意を汲むものと評価する。構えはできているか。 

（８）店舗型ふるさと納税 第２弾として、丹波農園（曽根地内）産の朝採れ栗を返礼品

とし、期間限定で寄附を受け付けていただいた。寄附件数、寄附金額、２月下旬

時点での店舗型ふるさと納税 寄附金総額を分母とした場合の同農園の占める割

合および生産者からの反響、寄附者（消費者）からの感想や評判などは。 

（９）１０月１・２日に、日本有数の栗産地である茨城県笠間市で開催のあった「かさま

新栗まつり」にあわせて、同市に副町長、職員２人が視察に出向いている。ヒアリ

ングを通じてや肌で感じた点、さらには、丹波くり振興に取り組む町の姿勢を鮮明

にし、精緻化していくにあたって、例えば、導入、生産、流通、保存、加工、プロモ

ーションを含むマーケティング、消費などの基盤整備あるいはヒト、モノ、カネ、情

報などのリソースに関して、気づきのあった点ないしは再確認できた点は。 

（１０）１１月１０日から（３月下旬まで）実施中のガバメントクラウドファンディング「京丹

波栗リファインプロジェクト」もまた、すでに多くの共感をいただき、当初、設定した

目標金額を数倍、上回る寄附をいただいている。（昨年度のプロジェクトにつづい

て、あるいは本年度のプロジェクトに複数回などの）寄附のリピート状況はどうであ

ったか。また、寄附いただいた方から寄せられた応援メッセージの内容は。 

（１１）同プロジェクト発の事業として、「みんなの京丹波くり農園」構想が掲げられてい

る。事業構想の概要および目指す効果、将来像は。 

（１２）府と連携し、須知高校の遊休農地を、地域の総力を結集するハブ（hub，拠点・

結節点）と位置づけ、丹波くりの農園として、再活用することによって、生産への寄

与のみならず須知高校生の学び充実につなげていくこともできると慮るがどうか。 
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京丹波町議会議員 山﨑裕二 ＮＯ.２ 

質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 

（１３）寄附者の期待に一刻でも早く、応えていくためにも、農林振興課と商工観光課

が連携・協働し、アジャイル（agile，価値創造）思考での立案を加速化させ、丹波く

り振興、とりわけ、生産振興につながるプロジェクトを前倒し展開していくべきでは

ないか。 

（１４）笠間市においては、儲かる「笠間の栗」産地づくり推進事業と銘打ち、日本一の

栗産地づくり推進補助事業として、栗の経営規模拡大、品質向上推進のため、栗

生産規模拡大に係る各種費用の支援などを行っている。東の笠間、西の京丹波

を目指した旗振りにあたって、また、食と農、その他産業が一体となった町独自の

フードバレー構想の推進にあたって、栗に対する川上から川下までの面的支援

を、可及的速やかに拡充していくべきではないか。 

（１５）本年度、丹波篠山市は、地元特産品の収穫時期などに、職員が報酬を得て、

農作業に携わることができる県内初となるサポーター職員制度を新設した。町に

おいても、地域貢献や人材育成に役立つ農業分野での公務員の副業を後押し

する制度を創設してはどうか。 
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２ タウンプ

ロモーショ

ンについて 

 

 

 

 

（１）プロモーション戦略、アクションプランの策定に向けた取り組み進捗状況は。ま

た、２月１７日まで実施した町に関するアンケートの統計処理後の分析結果は。 

（２）町民のみなさんが誇れるまちを意識した町のリブランディング、さらには、町内

における価値向上だけにとどまらず、町外への町の魅力の伝播にも、重きを置い

たプロモーション戦略とすべきではないか。 

（３）庁内プロモーションチームおよび京丹波イノベーションラボのメンバー構成、ミッ

ションと活動状況、両チーム発の構想は。 
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３ ふるさと

納税につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）向こう３年度（２０２３～２０２５年度（令和５～７年度））における寄附金額などの数値

指標を含むふるさと納税の目標は。 

（２）（１）の目標を達成するために、段階的に、どのようなことが必要と見積もるか。 

（３）リピーター寄附者への対策・対応を手厚くし、ふるさと納税をきっかけとした関係

性の構築をいっそう深化していくべきではないか。 

（４）町内事業者を募り、店舗型ふるさと納税導入に関する説明会を適宜、開催して

はどうか。 

（５）企業版ふるさと納税による町への寄附の趨勢と今後の方策は。 

（６）寄附につなげる SEO（Search Engine Optimization，検索エンジン最適化）対策と

して、これまで、行ってきたことと来年度に向けて、検討していることは。 

（７）ふるさと納税に関わって、とりわけ、CVR（Conversion Rate，コンバージョン）、

CPC（Cost Per Click，クリック単価）あるいはCPA（Cost Per Acquisition，顧客獲得単

価）、さらには、ROAS（Return On Advertising Spend，広告の費用対効果）などから

把捉した SEO対策のパフォーマンスとして、特筆すべき点はあったか。 

（８）食のまち 京丹波および京丹波ブランドの確立・定着ならびに町の魅力浸透、知

名度向上に寄与していくためにも、SEO対策を継続的 かつ これまで以上に積極

的、発展的に講じていくべきではないか。 

（９）使途指定にもとづいた翌年度以降の財源充当に際して、ふるさと納税として、寄

附いただいた額の①全額を、基金に積み立てている市町村もあれば、例えば、

②一般会計 歳入歳出予算で定める額とするなどと規定し、返礼品等の経費を差

し引いた金額を、基金に積み立てている市町村も確認できる。なお、【別表】から

も読み取れるように、町の寄附金額を上回る類似団体（類型：町村Ⅲ－１）におい

ては、②の基金積立方式が多数を占めている。さらなる寄附拡大を標榜するにあ

たって、将来的な移行も選択肢に入れつつ、ふるさと応援寄附金に係る基金積立

の考え方・手続きについての調査研究分析を練磨しておくべきではないか。 
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１ 質問の要旨は、具体的に記載する。 

２ 質問の相手は、町長、行政委員会の長、または監査委員とする。 


